
第
百
七
十
四
回
国
会
に
お
け
る
菅
財
務
大
臣
の
財
政
演
説

平
成
二
十
二
年

一
月
十
八
日



こ

の
た

び

、

財

務

大

臣

を

拝

命

い

た

し

ま

し

た

菅

直

人

で
ご

ざ

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

も

、

副

総

埋

兼

国

家

戦

略

担

当

大

臣

と

し

て
、

藤

井

前

大

臣

と

と

も

に

予
算

編

成

及
び

税

制

改

正

を

は

じ

め

と

す

る

経

済

財

政

運

営

に

携

わ

っ
て

ま

い

り

ま

し

た

が

、

引

き

続

き

鳩

山

内

閣

の

一
員

と

し

て
、

政

治

主

導

。
国

民

主

導

の
新

し

い

行

政

を

実

現

し

、

国

民

生

活

に

安

心

と

活

力

を

も

た

ら

す

た

め

、

全

力

で

取

り

組

ん

で

ま

い

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

（
は

じ

め

に
）

先

般

発

生

し

た

ハ
イ

チ

に

お

け

る

地

震

に

よ

り

、

亡

く

な

ら

れ

た

方

々

と

そ

の
御

遺

族

に

対

し

て

深

く

哀

悼

の
意

を

表

す

る

と

と

も

に
、
被

災

者

の
方

々

に

対

し

て

謹

ん

で

お

見

舞

い
申

し

上

げ

ま

す
。

我

が

国

と

し

て

は

、

既

に

五

百

万
ド

ル

を

上

限

と

す

る
緊

急

無

償

資

金

協

力

を

行

う

こ

と

を

表

明

す

る

と

と

も

に

、

国

際

緊

急

援

助

隊

を

派

遣

し

た

と

こ

ろ

で

す

が

、

今

後

と

も

、

国

際

社

会

と

協

力

し

つ

つ
、

ハ

イ

チ

の
復

旧

・
復

興

に

向

け

て
積

極

的

に

取

り

組

ん

で

ま

い

り

ま

す

。

さ

て
、

先

に

決

定

さ

れ

ま

し

た

「
明

日

の
安

心

と

成

長

の

た

め

の
緊

急

経

済

対

策

」

を

受

け

て
ミ

今

般

、

平

成

二
十

一
年

度

第

二
次

補

正

予

算

を

提

出

す

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

そ

の
御

審

議

を

お

願

い
す

る

に

当

た

り

、

補

正

予

算

の
大

要

に

つ
い

て
御

説

明

い

た

し

ま

す

。



二

（
最

近

の
経

済

情

勢

と

緊

急

経

済

対

策

）

ま
ず

、

最

近

の
経

済

情

勢

Ｌ
緊

急

経

済

対

策

に

つ
い

て
申

し
述

べ
ま
す

。

我

が

国

経

済

は
、
リ

ー

マ
ン
・ブ

ラ
ザ

ー
ズ

経

営

破

綻

以
降

、

急

激

な

景

気

後

退

を
経

験

い
た

し

ま

し

た
。

経
済

の
現

状

は
、

持

ち

直

し

て

き

て

い

る
も

の

の
、

自

律

性

に
乏

し
く
、

未
だ

厳

し

い
状

況

に

あ

り

ま

す

。

先

行

き

に

つ
い

て
も
、

雇

用

情

勢

の

一
層

の
悪

化

や
デ

フ
レ
な

ど

の
リ

ス
ク

が
存

在

し
、

経

済

が

民
需

主

導

の
力

強

い
成

長

経

路

に
復

帰

す

る

た

め

の
基

盤

は
、

依

然

と

し

て
脆

弱

で
あ

り

ま
す

。

こ
う

し

た

経

済

情

勢

を

踏

ま

え
、
昨

年

十

二
月
、
政

府

は

緊

急

経

済

対

策

を

決

定

い
た

し

ま

し
た
。

本

対

策

に

お

い

て

は
、
翌
雇
用
」
、
「環

境

」
、

Ξ
泉
気

」

を

主

要

な

分

野

と

位

置

付

け
、
で

き

る

限

り

財

政

に
依

存

せ
ず

最

大

限

の
効

果

を
生

む

対

策

と
す

る
方

針

の
下
、

現

下

の
経

済

情

勢

へ
緊

急

に

対

応

す

る

と

と

も

に
、

中

長

期

的

な

成

長

力

の
強

化

を

図

る

こ
と

と

し

て
お

り

ま
す
。

こ
う

し

た
観

点

か

ら
、
三雇
用
」

に

お

い
て

は
、

雇

用

調
整

助

成

金

の
支

給

要

件

を
緩

和

す

る

と

と

も

に
、

介

護

・
医

療

等

の
重

点

分

野

に

お

け

二

雇
用

を
創

造

い
た

し

ま
す

。

ま

た
、

雇

用

保

険

制

度

の
機

能

強

化

に
取

り

組

み

ま

す

。



「
環

境

」

に

お

い

て

は

、

家

電

エ

コ
ポ

イ

ン

ト

制

度

の
改

善

や

環

境

対

応

車

へ
の
購

入

補

助

の

延

長

等

を

実

施

い

た

し

ま

す

。

「
景

気

」

に

お

い

て

は
、

Ξ
泉
気

対

応

緊

急

保

証

」

を

創

設

す

る

と

と

も

に
、
セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ
ト

貸

付

を

延

長

・
拡

充

い

た

し

ま

す

。

加

え

て
、

高

齢

者

医

療

制

度

の
負

担

軽

減

措

置

の
継

続

を

は

じ

め

と

す

る

「
生

活

の
安

心

確

保

」

や

、

地

方

公

共

団

体

に

よ

る

き

め

細

か

な

イ

ン

フ

ラ
整

備

等

の
支

援

及
び

国

税

収

入

の
減

少

に

伴

う

交

付

税

減

少

額

の
補

填

等

と

い

っ
た

「
地

方

支

援

」

に

も

取

り

組

む

こ

と

と

し

て

お

り

ま

す

。

あ

わ

せ

て
、

「
金

」

を

か

け

ず

に

「
知

恵

」

を

出

す

と

の
観

点

か

ら
、
住

宅

版

エ

コ
ポ

イ

ン

ト

制

度

の
創

設

や

住

宅

金

融

の
拡

充

等

と

い

っ
た

、

財

政

支

出

に

比

し

て
事

業

規

模

の
大

き

い
事

業

を

実

施

す

る

と

と

も

に
、

保

育

分

野

や

環

境

。
エ
ネ

ル

ギ

ー

分

野

で

の
制

度

。
規

制

改

革

等

に

取

り

組

ん

で

ま

い

り

ま

す

。

こ
う

し

た

対

策

の
効

果

等

を
背

景

に
、

景

気

が
持

ち

直

し

は
、

デ

フ
レ

を
克

服

し
、

景

気

回
復

を
確

実

な

も

の
と

し

て

い
く

こ
と

が
期

待

さ

れ

ま
す

。

政

府

く

よ

う

取

り

組

ん

で
ま

い
り

ま
す

。

い    て



四

（
平

成

二
十

一
年

度

補

正

予

算

（
第

二
号

及

び

特

第

二
号

）

の
大

要

）

次

に

、

今

般

提

出

い

た

し

ま

し

た

平

成

二
十

一
年

度

第

二
次

補

正

予

算

の
大

要

に

つ

い

て
御

説

明

い

た

し

ま

す

。

ま

ず
、
歳

出

面

に

お

い

て

は
、
緊

急

経

済

対

策

関

連

と

し

て
、

「
雇

用

」

に

つ

い

て

六

千

百

四
十

億

円

、

「
環

境

」
に

つ
い

て

七

千

七

百

六

十

八

億

円

、
Ｅ
泉
気

」
に

つ

い

て

一
兆

五

千

七

百

四
十

二
億

円
、

「
生

活

の
安

心

確

保

」

に

つ
い

て

七

千

八

百

四
十

九

億

円

及
び

「
地

方

支

援

」

に

つ
い

て

三

兆

四

千

五

百

十

五

億

円

、

合

計

七

兆

二
千

十

二
一
億

円

を

計

上

し

て

お

り

ま

す

。

こ

の
ほ

か
、

平

成

二
十

一
年

度

第

一
次

補

正

予
算

の
執

行

の
見

直

し

に

よ

る

執

行

停

止

額

の
減

額

二
兆

六

千

九

百

六

十

九

億

円

を

含

む

既

定

経

費

の
減

額

等

を

行

う

こ

と

と

し

て

お

り

ま

す

。

他

方
、
歳

入

面

に

お

い

て

は
、
租

税

等

に

つ

い

て

課

税

実

績

や

企

業

収

益

の
動

向

等

を

勘

案

し

て
、

九

兆

二
千

四

百

二
十

億

円

の
減

収

等

を

見

込

ん

で

お

り

ま

す

。

以

上

に

よ

っ
て

な

お

不

足

す

る

歳

入

に

つ
い

て

は

、

や

む

を

得

ざ

る
措

置

と

し

て

九

兆

三

千

四

百

二
十

億

円

の
公

債

の
追

加

発

行

を

行

う

こ

と

と

し

て

お

り

ま

す

。

今

回

の
措

置

に

よ

り

、

平

成

二
十

一
年

度

の

公

債

発

行

額

は

五

十

二

兆

四

千

五

百

五

十

億

円

と

な

り
、
公

債

依

存

度

は

五

十

二
上

パ

ー

セ

ン
ト

と

な

り

ま

す

。



こ

の
結

果

、

平

成

二
十

一
年

度

一
般

会

計

第

二
次

補

正

後

予

算

の

正

後

予

算

に

対

し

歳

入

歳

出

と

も

八

百

四
十

六

億

円

増

加

し

、

百

二

り

ま

す

。

ま

た
、
　
一
般

会

計

補

正
等

に

関

連

し

て
、

特

別

会

計

予

算

に

つ
い

と

し

て

お

り

ま

す

。

て
も
所

要

の
補

正

を
行

う

こ
と

以

上
、

平

成

二
十

一
年

度

第

二
次

補

正

予
算

の
大

要

に

つ
い

て
御

説

明

い
た

し

ま

し

た
。

現

下

の
厳

し

い
経

済

情

勢

に
対

応

し
、

景

気

回
復

を
確

実

に
す

る

た

め

に

は
、

本

補

正

予
算

及
び

関
連

法
案

の

一
刻

も

早

い
成

立

が

必

要

で
あ

り

ま

す

。

何

と
ぞ

御

審

議

の
上
、

速

や

か

に
御

賛

同

い
た
だ

き

ま
す

よ

う

お

願

い
申

し

上
げ

ま
す

。

総

額

は
、
　
一
般

会

計

第

一
次

補

兆

五

千

五

百

八

十

二
億

円

と

な

五


